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礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を

持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

来週の奉仕者
（5月 31 日）

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します-
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　今年度から町内の班長になり、町内会に携わ
ることになりました。 町内のお役は、いつもは、
「嫌だな。」と思うのですが、今年の初めにいた
だいたみ言葉が、「見よ。私は新しいことをす
る。」( イザヤ書 43:19) だったので、「神様、こ
れも新しいことですね。」と喜んで引き受ける
ことにしました。 　
　早速、町内会の集まりがあり、町内会費の収
支の説明を受けました。その中で、この町内は、
町内会費の中から近所にある豊受神社にお金を
納めていることが分かりました。しかも、副会
長がその神社の総代だということ、もう一つ別
の神社とも関係していることなども分かりまし
た。 引っ越して来て以来、この町内は、祭も無
く住みやすい所だと思っていましたが大間違い
でした。
　自分の家族や仕事、教会のことで精いっぱい
で、これまで町内の人と関わることが無かった
ので、良い機会を与えられました。 班長をする
ことで、町内の構造や町内の人々のことも少し
ずつ分かるようになり、町と人々のために祈る
視点が与えられて感謝です。

「目をさまして、感謝をもって、たゆみなく祈
りなさい。」コロサイ書 4:2  

ゼカ7章～13章  水 10金12

※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。
　今週はハバクク書について書いていきたいと思いま
す。この書の書かれた時代は「わたしはカルデヤ人を
起こす」（1：6）という表現から、カルデヤ人とはバ
ビロニヤ人ことを指しているのでその侵略行為から判
断すれば、預言者ハバククが活動したのは、新バビロ
ニヤが台頭（前 626 年）してしばらく経っている時期
と考えられています。この時期は預言者エレミヤの活
動した時期（前627―587年．参照エレ1：2-3）と重なっ
ています。特に注目していきたいのは、ハバククが語
り始めるまでに、すでに 20 年間の長きにわたってエ
レミヤが「主の言葉」を語っていたことなのです。に
もかかわらず、民は前 627 年から 23 年間「絶えず，
しきりに」語りかけられたのに，主の言葉に「聞かなかっ
た」（エレ 25：3）のです。そのような中でハバククの
預言活動が行われました。この書の主題は「救い」です。
特に新約聖書に 3 回も引用されている「しかし、正し
い人はその信仰によって生きる。（2:4）」という言葉か
ら、「信仰」または「信仰義認」が本書の中心主題であ
ると考えることも出来ます。神に信頼する者は、ハバ
ククと共に、「主、私の救いの神」（3：18）こそ「私の力」
（3：19）と告白し喜ぶことが出来るという希望のメッ
セージを伝えています。エレミヤが活動していた時期
に語られた預言書として再度読んでみると新鮮な気持
ちで読むことができると思います。
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（要約者：平澤　瞳）

「本当のあなたに生きる」

　　騙されていませんか？
神様は私たち一人ひとりに個性、カラーを持たせて創造してく
ださいました。一人ひとりが違います。しかし、世は流行の服
で皆同じようにさせようとします。もしも、あなたが自分にぴっ
たりの服装があるにもかかわらず、安心を得るために周りの真
似をしているならばあなたは騙されているかもしれません。服
装はひとつの例ですが、今日、自分の本来の輝きを忘れてはい
ないか確認し、もし騙され失っているならば取り戻さなければ
いけません。
　　私たちが自己中心になる理由
私たちは本来の自分の姿で生きるとき輝くことができます。し
かし、私たちは自分と他人とを比較し、自分が傷つけられない
ためにはどうしたらいいかを考えてしまいます。誰もが自己中
心になりたいとは思っていないのに、そこから自己中心が生ま
れます。では、自己中心にならないためには具体的にどうした
らいいのでしょうか。それはダビデのように『いつも私の前に
主を置く』ことが必要です。あなたは今、誰を目の前に置き、
何を自分の心の中心としているでしょうか。神様を目の前に置
くこと、イエス様の生き様に倣って生きようとするならば、私
たちは決して自己中心にはなりません。しかし、願いはあるの
に私たちは騙されてしまいます。なぜなら、今までこうやって
生きていたという古い価値観があるからです。では、あなたが
「これがこの世の常識、当たり前」と思っていることは世界共
通でしょうか。決してそうではありません。自分たちが狭い世
界でできたルールが正しいと思い込んでいることもあるからで
す。世界に目を向ければ国によっても価値観が大きく違います。
そんな人たちが集まってそれぞれ「自分こそが正しい」とする
ならば当然人々はぶつかり合い、そこから争いも生まれます。
ですから神様はそんな私たちのために、旧約の時代から今日に
至るまで、どう生きるべきかのルールを教えてくださっていま
す。今日改めて、あなたを良くし、正しい価値観を与えてくだ
さる神様の法則に戻らなければいけません。
　　言葉に注意
バベルの塔が建築された時代、増え広がった民は自分さえ良け
ればよい、ひいては神のようになろうと考えるようになりまし
た。愛し合うために創造した民がそのようなことで争う姿を見
て、神様はそれぞれの言葉を分からなくさせ地の全面に散らさ
れました。神様は言葉で一致できなくなった私たちを心で一致
できるように計画されたのです。それはただ神様の豊かな恵み
によるもの（エペ１:７）です。私たちはどれだけ良い事を思っ
ていても言葉によって人を陥れてしまうことがあります。です
から私たちは言葉をコントロールしなければいけません。
神様は本当に愛されたことを知った私たちに、口先だけでなく、
たとえ相手が願ったことをしてくれなくとも、愛することがで
きるようにされました。そのためにイエス様をこの地に送られ
ました。ですから私たちは言葉によって生きるのでなく、神様
の思いにたって生きなければいけません。クリスチャンは毎日
が決断の日々です。どうして！？と思えるような状況のとき、
どのような決断をして生きるのかをイエス様の生き様を通して
自らで感じていかなければいけません。なぜなら私たちは神様
のからだの一部を担うようにつくられたからです。もし、あな
たが自己中心な生き方をし、あたかも一人で大きくなった、自
分は一人で生きていると勘違いしているならば、今日それをや
めなければいけません。例えば私たちは外国の争いをみたとき、
ひどいことをしていると感じ、正しいことがなにかも分かりま
す。しかし、自分の身近に起こったことではそれに気付かずに、
してはいけないことをしていないでしょうか。私たちは感情が
高まると常識的に考えることができなくなります。確かに焦る
とろくな事をしないし、言ってはいけないことを平気で言って
しまいます。こうしてあなたは騙されていませんか？私たちは
感情的になっているから仕方がないで終わらせず、自己中心と
いう作り上げられた偽りの自分を捨てて、その時何をするべき
かを神様に聞かなければいけません。　　
　　騙されず正しく生きるには
アメリカにジョン・ウッデンというバスケットボールの監督が
いました。彼は自分がクリスチャンとしてどのように影響を与

えていくかを考え実践した人で、彼を通して多くの人が彼に学
びました。彼の考えはまず自分自身に忠実に生きるという父親
の教えから始まります。では自分の決めたことに忠実に生きる
とはどういう生き方でしょうか。それは、自分がすると決めた
ことをし、やらないと決めたことをしないことです。それ以外
にも彼はいつも神様とつながっていられる環境にその身を投じ
ていました。そして逆境こそが人が成長する時であるから、自
分に対していつもイエスマンではなく、あなたがより良くなる
ためにいつも言い争ってくれる賢い人をそばに置くようになど
と伝えました。そんな彼は成功の定義を「成功とは、自分がな
れるベストの状態になるために最善を尽くしたと自覚し、満足
することによって得られる心の平安のことである」としていま
す。成功は形でなく心の状況であり、最善を尽くしたことが成
功であるというのです。なぜなら結果は神様の領域で、あなた
が成らせられるものではないからです。自分に忠実に生きベス
トなことを積み重ねて行う。そのためにそれを成し遂げさせて
くださる方に目を向ける必要があるのです。
　　　１　心の目で見る
あなたは目の前に起こることを何によって判断しているでしょ
うか。見えるものに目を留めると私たちはその状況に右往左往
してしまいます。ですから目を閉じて心の目で見ていきましょ
う。サウロだったときのパウロは、当時の社会の中では議員や
先生と呼ばれるような高い地位にあり、正義を振りかざし生き
ていました。イエス様を信じる人々を迫害することも当時のユ
ダヤ人たちのうちでは正しいとされていたことを行っていたの
です。彼のように私たちも周りの人がやっているから、国がやっ
ているからそれをする、それが正しいことだ、当たり前のこと
だと思い込んでいる事はないでしょうか。ひとつひとつのこと
を心の目で判断し、神の良心で正しいかどうかを判断して行い
ましょう。
　　　2　きずとしみを取り去る
パウロはサウロだった頃の行為を、目が見えなくなって初めて
冷静に見つめることができるようになりました。彼は神様に導
かれ、立ってまっすぐという所に行き心の傷が癒されるように
祈ってもらうことができました。それによって主を認めること
ができました。きずとしみを取り去ったことで、今までの自分
の生き方が間違いであったと気づき、主を認め悔い改めること
ができました。ですから私たちも過去の傷や今まで作り上げら
れた価値観を取り除き、正しい目で判断できるように神様を求
めましょう。
　　３　判断と決断
神様は私たちを日々新しくしてくださいます。そこには神様が
教えてくださる判断基準に合わせること、自分自身の過去の生
き方を完全に捨て去ることが必要です。もし、教会に来ている
ときは人を愛し赦しているけれど、教会を出たらそれができな
いというのでは、肉に死にきれていない古い自分があるといえ
ます。神様は『見よ。全てが新しくなった』といわれました。
そのみことばを信じ、一人ひとりが小さなことから日々何が正
しいかを判断し、自分がどう生きるか決断していきましょう。

まとめ

私たちは日々自分のために生きるのではなく、誰かのために
生きたい、置かれた場所で咲きたいと願っています。それに
は小さな決断と判断が必要となってきます。自分自身の本当
の姿はどのようなものか、日々神様に求めましょう。人間的
な思いを捨て去り、どんな逆境のときも逃げることなくイエ
ス様のことばに生きようとする私たちを神様は支えてくださ
います。目に見えるものに騙されることなく、命がけのイエ
ス様のされたことを無駄にしない目的に生きるクリスチャン
でありましょう。
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